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生徒指導 

 

特別活動における自己有用感を高める生徒指導の在り方 
― 体験活動サイクルを活用した異学年交流プログラムの実施を通して ― 

 

尾道市立向島中央小学校 寺岡 結香 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

文部科学省「生徒指導提要」（平成22年）において，

「生徒指導においては，児童生徒の問題行動への対

処のみならず，個々の児童生徒の自尊感情・自己有

用感の育成や規範意識の醸成など，児童生徒の健全

育成と問題行動等を未然に防止する視点を持つこと

が重要です。」1)と示されている。 

国立教育政策研究所「生徒指導リーフ」（平成27

年）において，人の役に立った，人から感謝された，

人から認められた，という自己有用感は，自分と他

者（集団や社会）との関係を自他共に肯定的に受け

入れられることで生まれる，自己に対する肯定的な

評価と示されている。 

所属校は，令和２年度生徒指導実践指定校である。

高学年における暴力行為や怠学などの問題行動件数

に増加の傾向が見られ，また，令和元年度広島県「基

礎・基本」定着状況調査の「自分のよさは周りの人

から認められていると思います」の肯定的回答の割

合は62.4％で，県平均を5.2ポイント，「学校でみん

なと一緒に活動することは楽しいです」の肯定的回

答の割合は81.8％で，県平均を11.4ポイント下回っ

ており，児童が学校生活を楽しいと感じていない実

態がある。 

さらに，令和元年度実施の「学校環境適応感尺度

（ＡＳＳＥＳＳ）」の「困っている人がいたら，進ん

で助けようと思う」の肯定的回答の割合は74.5％で，

学校平均を２ポイント，「友だちに本当の気持ちを打

ちあけることができる」の肯定的回答の割合は

30.9％で，学校平均を4.8ポイント，「学校がすごく

楽しいと感じる」の肯定的回答の割合は60％で，学

校平均を2.9ポイント下回っており，「対人的適応」

の領域に関する項目の数値が低い。 

また，話合い活動では，「自分はどうせ役に立たな

い。」や「自分のことは分かってもらえない。」など

の発言がみられる。 

本研究では，これらの結果を，自己有用感を味わ

う経験の少なさからくるものであると捉え，児童の

自己有用感の醸成が不十分であることが，問題行動

等の増加という実態につながっていると考えた。 

国立教育政策研究所教育課程研究センター（平成

26年）は，特別活動が生徒指導の中核的な役割を果

たすと示しており，また，特別活動の取組は，児童

の健全育成を目指す生徒指導の実践そのものという

ことができると示している。さらに，他者から認め

られ，集団の役に立っているという自己有用感を高

める取組は生徒指導においても重要なものの一つ

で，望ましい集団活動を通して行う特別活動に多く

の実践の場があるとも示している。 

そこで，本研究では，特別活動の学習において，

他者から認められ，集団の役に立っているという児

研究の要約 

本研究は，特別活動において児童の自己有用感を高めるために，体験活動サイクルを活用した異学年交

流プログラムを作成及び実施することで，児童の健全育成を目指し，問題行動を未然防止することを追究

したものである。所属校高学年児童は，暴力行為や怠学などの問題行動件数に増加の傾向がみられ，「自分

はどうせ役に立たない。」「自分のことは分かってもらえない。」などの発言もみられる。これは，人の役に

立った，人から感謝された，人から認められたなどの自己有用感が低いことが影響していると考える。ま

た，文献研究から，自己有用感を高めるためには，「貢献」と「承認」を促す活動が有効であり，異学年交

流には「貢献」を，体験活動サイクルには「承認」を促す効果があることが分かった。そこで，互いのよ

さを認め合うことに有効である体験活動サイクルを活用した異学年交流プログラムを作成し，実施した。

本プログラムでは，児童同士でより具体的なよさを見付けることができる「24の強みリスト」を活用して

いる。本プログラムを活用することで，児童の望ましい意識・行動を育むことができ，児童の自己有用感

を高めることに有効であることが分かった。 
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童の自己有用感を高めることで，健全育成を目指し，

所属校の課題である問題行動等の未然防止につなが

ると考え，本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 自己有用感を高める必要性 

国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究セン

ター（平成25年）は，単なる自尊感情や自己肯定感

といった自分から自分への評価ではなく，自分の行

ったことを他人から認めてもらった，自分が相手に

した働きかけを相手から評価されたというように，

相手の存在が前提となって生まれてくる自己有用感

がいじめ未然防止の鍵であると示している。 

岩手県立総合教育センター（平成20年）は，「自己

有用感は自分に自信を高め，安易に問題行動に走る

ことを抑止したり，危険なものに近づくことを抑制

したりする働きをもちます。」2)と示している。 

栃木県総合教育センター（平成25年）は，自己有

用感と望ましい意識・行動の関係についてアンケー

ト調査を行い，自己有用感の高い児童と低い児童の

比較では，高い児童の方が，「自尊感情が高く，自信

をもっている」「他者へ思いやりのある行動ができ

る」「他者と協同できる」「学習意欲があり，自主的・

自律的な生活ができる」と示している。 

 これらのことから，自己有用感を高めることは，

児童が危険なものに近づくことを抑制したり，問題

行動やいじめを未然に防止したりする上で重要であ

り，自信をもって生きることや学習意欲の向上，自

主的・自律的な生活にもつながると考える。 

 

２ 自己有用感を高めるために 

栃木県総合教育センター（平成25年）は，「自己有

用感は，主に『存在感』『承認』『貢献』の三つの要

素から構成されます。これらの要素が互いに関連し

合うことで，自己有用感は高められていきます。」3)

と示しており，他者や集団の中で，自分は価値ある

存在であるという実感を「存在感」，他者や集団に対

して，自分が役に立つ行動をしているという状況を

「貢献」，他者や集団から，自分の行動や存在が認め

られているという状況を「承認」と定義している。 

桜井茂男（平成25年）は，児童が他者に役立つよ

うな行動をし（貢献），それが他者に認められること

（承認）によって自己有用感（存在感）が育つ，と

いう流れが想定できると述べている。 

これらのことから，自己有用感を高めるためには，

児童が他者に役立つような行動をし，それを他者に

認められるという，「貢献」と「承認」を関連させ合

うことが重要であると考える。 

(1) 特別活動 

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説特別活

動編（以下，「特別活動編」とする。）は，特別活動

の目標として，集団や社会の形成者としての見方・

考え方を働かせ，様々な集団活動に自主的，実践的

に取り組み，互いのよさや可能性を発揮しながら集

団や自己の生活上の課題を解決することを通して，

「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学び

に向かう力・人間性等」の三つの資質・能力を育成

することを目指すと示している。また，様々な集団

活動に自主的，実践的に取り組み，互いのよさや可

能性を発揮しながら自己の生活上の課題を解決する

という学習過程及び内容について，表１のように解

説している。 

 

表１ 特別活動において資質・能力を育成するための学習

過程及び内容 

学習過程 内容 

①様々な 

集団活動 

目的や構成が異なる様々な集団での活
動を通して，自分や他者のよさや可能
性に気付いたり，それを発揮したりで
きるようになる。 

②自主的， 

実践的に 

取り組む 

集団活動の中で，一人一人の児童が，
実生活における課題の解決に取り組む
自主的，実践的な学習を通して，特別
活動の目標や内容で示している資質・
能力は初めて身に付くようになる。 

③互いのよさ 

や可能性を 

発揮しながら 

異なる意見や考えを基に，様々な解決
の方法を模索したり，折り合いを付け
たりすることを通して，同調圧力に流
されることなく，批判的思考力をもち，
他者の意見も受け入れつつ自分の考え
も主張できるようになる。 

④集団や自己 

の生活上の 

課題を解決 

する 

様々な集団活動を通して，集団や個人
の課題を見いだし，解決するための方
法や内容を話し合って，合意形成や意
思決定をするとともに，それを協働し
て成し遂げたり，強い意志をもって実
現したりできるようにする。これらの
学習過程を通して，次なる課題解決に
向かうことなどが大切であることに気
付いたり，その方法や手順を体得でき
るようになったりする。 

 

また，学級活動において，「学級生活の充実と向上

を目指し，他者と協力したり，個人として努力した

りしながら自主的，実践的に取り組むことにより，

活動することの楽しさや成就感，達成感を得たり，

自己有用感を高めたりすることにつながるものであ
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る。」4)とも示している。 

国立教育政策研究所教育課程研究センター（平成

26年）は，「特別活動では，よりよい生活や人間関係

を築くために，児童が自分たちで役割を分担し合っ

たり，任された仕事の責任を果たしたりするなど，

集団の一員として，集団に寄与する活動を展開して

いきます。児童は，その活動過程で，達成感や充実

感を味わい，仲間と互いのよさを認め合ったり自分

の成長に気付いたりするなど，『自分自身の持ち味や

よいところ』や『仲間から必要とされていること』

『自分も役に立っていること』を実感することがで

きます。こうしたことを通して，集団の中で自分が

どれだけ大切な存在であるかということを自覚する

など，自己有用感が育まれていきます。」5)と示して

いる。 

これらのことから，特別活動において，様々な集

団活動に自主的，実践的に取り組ませ，互いのよさ

を発揮しながら自己の課題を解決させることは，楽

しさや充実感，達成感を得たり，自分がどれだけ大

切な存在であるかということを自覚したりするな

ど，自己有用感を高めるために効果的であると考え

る。 

(2) 自己有用感を高める活動 

ア 「貢献」を促す異学年交流 

「特別活動編」は，学習指導の改善・充実におい

て，「異年齢集団による交流を重視するとともに，障

害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習など多

様な他者との交流や対話について充実すること」6)

と示しており，異学年交流は，特別活動改訂の趣旨

及び要点の一部となっている。また，「異年齢集団が

交流することによって，上学年の児童はリーダーと

しての意識や下学年への思いやりの気持ちが高ま

り，リーダーシップを発揮することができたり，自

己有用感をもつことができたりするようになる。」7)

と示している。 

滝充（2006）は，異学年の関係から年長者が獲得

する「認めてもらえて嬉しかった」「役に立ててよか

った」「必要とされていると感じた」等の自己有用感

があれば，子供は，自ら進んで他者と関わろうとす

ると述べている。 

 国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究セン

ター（平成23年）は，年長者の自己有用感の獲得に

大きな影響を及ぼすのは，交流相手の年少の児童や

他学年の教師等の言動や視線であると示している。

また，異学年交流の効果をあげるポイントを表２に

示す３点に整理している。 

表２ 異学年交流の効果をあげる三つのポイント 

ポイント 内容 

①関わる喜び
が獲得でき
る活動を設
定している
か 

・子供たちが楽しいと感じられる活動を
中心に構成する。 

・いきなり高度な活動に取り組ませるの
ではなく，時期を考慮して平易なもの
から始め，子供の変化に応じて高めて
いく。 

・教師が「やらせたい」「やってほしい」
活動ではなく，子供たちが進んで「や
りたい」と思う活動を設定する。 

②年長者が主
体的に取り
組める活動
になってい
るか 

・リードする年長者が主体的に企画して
取り組めるように，十分な準備の時間
を確保する。また，振り返りの時間も
必ずとって，関わり合いの喜びを自分
たちの自信へとつなげていく。 

・年少者は，交流の成果を作文や手紙に
まとめることで，「楽しかった」思い
を定着させる。作文類は，年長者に届
け，彼らの振り返りに役立てる。 

③全教職員が
交流活動で
子供が育つ
メカニズム
を正しく理
解し，適切な
対応ができ
る仕組みに
なっている
か 

・子供自らに関わり合う喜びを感じとら
せることがねらいである。 

・年長者は，自分の役割を自覚して一生
懸命行動したことが，年少者のお手本
になった，役に立ったと感じ取れたと
きに育つ。 

・年少者は，年長者のしてくれたことに
感謝し，自分もあんな年長者になりた 
いとあこがれの気持ちをもつことが成 
長につながる。 

 

これらのことから，特別活動において異学年交流

を実施することは，年長者の「認めてもらえて嬉し

かった」「役に立ててよかった」等の自己有用感を高

めることができると考える。また，異学年交流は，

年長者がリーダーシップを発揮して年少者に「貢献」

することにつながると考える。 

イ 「承認」を促す体験活動サイクル 

(ｱ) 体験活動サイクルとは 

プロジェクトアドベンチャージャパン（ＰＡＪ）

（以下，「ＰＡＪ」とする。）（2013）は，「体験学習

のサイクルは，ディビット・コルブ（David Kolb）

の提唱した―４段階の過程で起こる学びは最も効果

的である―という理論を土台にした考え方です。体

験学習のサイクルでは，体験から学びを得る過程を

４つの段階に分けて捉えています。４つの段階とは，

『実体験』『ふりかえりと観察』『概念化・一般化』

『試験・応用』というものです。」8)と述べている。

体験学習のサイクルを次頁図１，併せて「ＰＡＪ」

（2005）が述べている四つの段階の詳しい内容を次

頁表３に示す。 

また，体験学習のサイクルは，体験からより効果

的に学びを獲得していくために利用されており，四

つの段階の中で気付きや学びを生み，次の体験にお
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いて，再び「ふりかえりと観察」「概念化・一般化」

「試験・応用」という三つの段階に取り組むことで，

さらなる気付きや学びにつなげることができると述

べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 体験学習のサイクル9） 

表３ 体験学習のサイクルの四つの段階 

段階 内容 

①「実体験」 
『やってみる』 

体験してみる，関わる，実践してみると
いう段階。 

②「ふりかえりと 

観察」 

『何が？』 

今の体験で何が起きていたのか，何が発
言されていたのか，誰が何をしていたの
か，事実を導き出す段階。その場で起き
たことが重要なこと，学びの種になるよ
うなことが起きていたとしても，その事
実を認識しなくては何も起こらないた
め，事実の再認識は学びの糸口となる重
要なステップである。 

③「概念化・ 

一般化」 

＝意味付け 

『だから？』 

前段階の事実認識に関しての意味付け
を行う段階。そこにいる人たち（グルー
プ）によって，意味付けされ，感じたこ
と考えたことはその人たち独自のもの
になり，いわゆる抽象概念の形成という
こともできる。ここで，学ぶ側にはこれ
は自分に起こったことであるという学
びの所有化を促すステップである。 

④「試験・応用」 

＝アクションプラン

『それで， 

どうする？』 

前の段階までで事実を認識し，どのよう
な意味をもつか考えた学びを次にどう
生かすかを考える段階。もし事実が必ず
しも肯定的な結果ではなかった時，この
「それで，どうする？」ということに触
れなければ，後悔や過ぎ去ったことにつ
いて未消化のまま終わってしまうかも
しれないため，経験を基に，次はどうす
るのかのアクションプラン（行動計画）
を立てることが，学ぶことであり，欠か
すことのできない大切なステップであ
る。 

 

鯖戸善弘（2016）は，体験学習モデルを体験学習

の循環過程と呼び，①具体的な体験をして②その中

で起こったことを内省して（ふりかえり）③なぜ起

こったかを考え一般化し（分かち合い）④次にどう

するかを試みることで，“今ここ”での体験を通して，

様々な気付きを導き出し，分かち合いの中で「なる

ほど」と腑に落ち，意識変容が促されるものである

と述べている。また，メンバーと次にどうしようか

と試みについて分かち合う中で，行動変容する勇気

を得ることができたり，自己成長を促す学びの循環

過程ととらえることができたり，さらには，単に自

己成長だけでなく，自己成長をしたグループや組織

あるいは地域社会（コミュニティ）の成長を促した

りすることになると述べている。 

二宮孝・中山正秀・諸澄敏之（1998）は，体験学

習サイクルを，「活動を通して自分や他者（グループ）

を振り返るシステム。」10)と定義しており，活動をし，

そこで起きたこと・やったこと・言ったこと・何も

言わなかったことなどを話し合って振り返ることに

よって，自分の欠点や他者との関係について気付き

を起こし，日常へもち帰り，生かしていくことがで

き，やがて洗練化・自動化へと進化することになる

と述べている。 

これらのことから，本研究では，活動を重視する

ことで振り返りを充実できることから，体験学習の

サイクルを体験活動サイクルとし，「実体験」「ふり

かえりと観察」「概念化・一般化」「試験・応用」の

四つの段階で体験活動を振り返る循環過程と定義す

る。また，四つの段階実施後に，再び「ふりかえり

と観察」「概念化・一般化」「試験・応用」という三

つの段階に取り組むことが気付きや学びを生み出す

上で効果的であることから，三つの段階を合わせて

ふりかえりと呼ぶこととする。 

(ｲ) ふりかえりの重要性と考え方 

「ＰＡＪ」（2013）は，ふりかえりの重要性と考え

方について，表４のように述べている。 

 

表４ ふりかえりの重要性と考え方 

重要性 考え方 

ふりかえりの
大切さ 

ふりかえりは未来に向かって確実に成
長していくために欠かすことのできな
い大切なものである。 

体験と知識が 
つながる 

ふりかえりで体験と知識の新たなつな
がりを見付けることによって，ほかの
体験でも知識を活用するきっかけが生
まれる。 

「いいね」の 
確認・強化・ 

普及 

よかったところに注目することによっ
て，ふりかえりでの気付きや学びを肯
定的に受け取り，よい行動は強化され，
仲間に普及していく。 

「感情」と「事柄」 
の両面から 
現状を知る 

具体的な根拠（実際の体験）をもとに
ふりかえり，それぞれの現状を知るこ
とができることによって，次の体験を
より具体的に考えることができるよう
になる。 

概念化・一般化 

 試験・応用 

実体験 

 ふりかえりと観察 「やってみる」 

「何が？」 

「だから？」 

「それで， 
どうする？」 

実社会 
 
 

(学校・職場 

・実生活) 

目標設定 
 
 
フルバリュー 

コントラクト 
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特別活動 

体験活動サイクルを活用した 
異学年交流プログラム 

ふりかえりで 
仲間と学び合う 

多様な仲間とともにふりかえりを行う
ことは自分自身の気付きや学びの機会
であると同時に，仲間に気付きや学び
を提供する機会となる。 

体験と 
ふりかえりで 
サイクルが 
まわる 

ふりかえりを繰り返していくことで，
「体験をふりかえり，次の体験に生か
す」という学び方を身に付けることが
できる。 

ふりかえりは 
「問いかけ」で 

始まる 

「問いかけ」で始まるふりかえりは，
子供たち自身が学びの主体となって，
様々な場面において自ら学ぶことがで
きるようになる大切な一歩である。 

 

本研究では，所属校の児童に，多様な他者と互い

のよさを認め合わせ（承認），達成感を味わわせるこ

とから，ふりかえりの重要性と考え方の「いいね」

の確認・強化・普及の効果に着目することとする。 

(ｳ) 「24の強みリスト」の活用 

足立啓美・鈴木水季・久世浩司（平成26年）は，

ほかの人から見た自分の強みを教えてもらうことに

よって，自分では気付いていなかった強みが見付か

ったり，どうしてその強みを感じるのかという理由

も合わせて教えてもらうことで，「こんなふうに見て

いてくれていたんだ」「こんなところをよいと思って

くれていたんだ」とよく知ったりすることができ，

ポジティブな感情が高まり，友だちとの関係が深ま

る効果があると述べている。また，心理学の世界に

おける，強みを見付けるための診断テスト「ＶＩＡ

－ＩＳ」から「強みとしての特性」を活用し，動物

のイラストを用いた，「24の強みリスト」を作成して

いる。 

本研究では，「24の強みリスト」を活用することは，

児童に互いの強みに気付かせ，ポジティブな感情を

高めるために有効な手立てと考える。 

これらのことから，体験活動サイクルを活用する

ことで，体験から行動変容する勇気を得たり，気付

きや学びにつなげたりできると考える。また，体験

活動サイクルに「24の強みリスト」を組み合わせる

ことで，児童が，互いの強みやよさに気付き，認め

合う「承認」の効果をより高めることができると考

える。 

 

Ⅲ 体験活動サイクルを活用した異学年交流プロ

グラム 

本研究の構想図を図２に示す。 

本研究では，児童の自己有用感を高めるため，学

級活動（２）「イ よりよい人間関係の形成」のプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 本研究の構想図 

 

ログラムを開発した。学習の流れ，特別活動の学習

過程，異学年交流の効果をあげる三つのポイント，

体験活動サイクルの活用の４本柱で構成し，学習の

流れ及び，それぞれの柱における留意点を示した体

験活動サイクルを活用した異学年交流プログラムを

次頁図３に示す。 

年長者の自己有用感の獲得に効果的な異学年交流

の実施に加え，体験からより効果的な学びを獲得さ

せるために体験活動サイクルを２回活用する。１回

目をふりかえりＡ，２回目をふりかえりＢとし，ふ

りかえりＡでは，実体験後に，活動においての自分

自身の気付きや学びを話し合わせ，行動変容する勇

気を得るふりかえりを実施する。ふりかえりＢでは，

実体験後に，具体的に褒め合うための手立てである

「24の強みリスト」を活用させ，児童が互いの強み

やよさを具体的な姿から見付けるふりかえりを実施

する。 

 

Ⅳ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

特別活動において，互いのよさを認める体験活動

サイクルを活用した異学年交流プログラムを作成

し，実施すれば，児童の自己有用感を高めることが

できるであろう。 

 

「実体験」 

 「試験・応用」  「ふりかえりと観察」 

「概念化・一般化」 

「24 の強みリスト」 

 自己有用感 

 

  

 

実生活に 
生かす力 

様々な 
集団活動 自主的・ 

実践的 
よさを 
発揮 

課題を 
解決 



- 6 - 
図３ 体験活動サイクルを活用した異学年交流プログラム 

 

学
習
の
流
れ 

  

導入 

 

展開 

 

終末 

 

自
己
有
用
感
の
向
上 

【事前指導（年長者）】  
・異学年交流の課題を知る。 
実体験１ ふりかえり１ 
★ふりかえり A を体験する。 
・異学年交流に向けて，約束事を話し合い，
決める。 

ふりかえり２ 
★ふりかえり B を活用して本時をふりかえ
る。 

【異学年交流】  
・アイスブレイクを行う。 
 （自己紹介や簡単なゲーム） 
実体験１ 
・異学年で課題に取り組む。 
ふりかえり１ 
★ふりかえり A を活用し，前半の活動をふりか
える。 

実体験２ 
・異学年で課題に取り組む。 
ふりかえり２ 
★ふりかえり B を活用し，本時の活動をふりか
える。 

【異学年交流】  
・ＩＣＴを活用したこれまでの学習の振り返り 
を行う。（写真，動画等） 

実体験１ 
・成果物を発表する。 
ふりかえり１ 
★ふりかえり A を活用し，グループで活動後の 
気持ちを共有する。 

ふりかえり２ 
・年少者から年長者に手紙を渡してもらう。 
振り返り 
・題材全体を振り返る。 

 
  

 

特
別
活
動
の 

学
習
過
程
と
内
容 

 

○自主的・実践的に取り組む 
・集団の中で人間関係が築かれることに伴い，
児童間に自主的，実践的な取組を促す相互作

用が活発に行われるよう支援する。 
・話合いを生かして意思決定し，粘り強く取り
組むことができるように指導する。 

・意図的に共通の問題を提示し，その解決を図
るために計画的に指導する。 

 

○様々な集団活動 

・自分や他者のよさや可能性に気付けるように， 

構成が異なる集団活動を仕組む。 
○互いのよさや可能性を発揮しながら 
 ・他者の意見も受け入れつつ自分の考えも主張で

きるように，異なる意見や考えを基に，様々な
解決の方法を模索したり，折り合いをつけたり
させる。  

 

○集団や自己の生活上の課題を解決する 
 ・様々な集団活動を通して集団や個人の課題を見い

だし，解決するための方法や内容を話し合って，
合意形成や意思決定をするとともに，それを協働
して成し遂げたり，強い意志をもって実現したり

できるように支援する。 

異
学
年
交
流
の
効
果
を 

あ
げ
る
ポ
イ
ン
ト 

 ○関わる喜びが獲得できる活動の設定 

・教師が「やらせたい」ではなく，児童が進ん 
で「やりたい」と思う活動を設定する。 

○年長者が主体的に取り組める活動 

・リードする年長者が主体的に企画して取り組
めるよう，十分な準備の時間を確保する。 

○全教職員が適切な対応ができる仕組み 

・児童に関わり合う喜びを感じ取らせるという
ねらいを確認する。 

○関わる喜びが獲得できる活動の設定 

 ・児童が楽しいと感じられる活動を中心に構成す
る。 

○年長者が主体的に取り組める活動 

 ・リードする年長者に主体的に取り組ませ，自信 
へつなげさせる。 

○全職員が適切な対応ができる仕組み 

 ・年長者に自分の役割を自覚させ，年少者のお手
本になるように支援する。 

○年長者が主体的に取り組める工夫 

 ・年少者が書いた交流の成果を手紙にまとめさせ，
年長者に届けることで，ふりかえりに役立てさせ
る。 

○全職員が適切な対応ができる仕組み 
 ・年長者が一生懸命行動したことが年少者の役に立

ったと感じ取れるように支援する。 

 ・年少者の感謝やあこがれの気持ちを大切にし，成
長につながるように支援する。 

体
験
活
動
サ
イ
ク
ル
の
活
用 

 

○体験活動サイクルの活用（「いいね」の確認・強化・普及）                         
 

行動変容する勇気を得るふりかえり 
 

            ③ 「概念化・一般化」＝意味付け 
           そこからどう考えたの？ 

② 「ふりかえりと観察」      どう感じたの？ 
 どんなところ（行動や言動）  ④ 「試験・応用」＝アクションプラン 

がよかったの？         よかったところを次の体験でも 

使ってみよう！ 

互いの強みやよさを具体的な姿から見付けるふりかえり 
 

            ③ 「概念化・一般化」＝意味付け 

           「24 の強みリスト」のどの動物 

② 「ふりかえりと観察」      に当てはまると思う？ 
 どんなところ（行動や言動）  ④ 「試験・応用」＝アクションプラン 
がよかったの？         よかったところを次の体験でも 

使ってみよう！ 

① 「実体験」 
やってみた 

① 「実体験」 
やってみた 

ふりかえりＡ ふりかえりＢ 

※
体
験
活
動
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
た
異
学
年
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
後
も
、

自
己
有
用
感
を
維
持
す
る
取
組
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要 

 
 

体験活動サイクルを活用した異学年交流プログラム ★：体験活動サイクル活用場面 

  ふりかえりＡ ふりかえりＢ 
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２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，表５に示す。 

 

表５ 検証の視点と方法 
検証の視点 検証の方法 

・自己有用感を高め
ることができた
か。 

・検証授業の事前・事後・継続指
導後（検証授業実施１カ月後）
における児童アンケートの回答
における比較・分析 

・ワークシートの記述分析 
・行動観察 

 

検証については，栃木県総合教育センター（平成

25年）の「ふだん思っていることに関するアンケー

ト」を実施する。クラス，先生，家庭に係る質問を，

５段階評定尺度法で点数化し，授業実施前（事前）

と実施後（事後），継続指導後の平均値を比較する。 

また，ワークシートの記述分析，行動観察では，

栃木県総合教育センター（平成25年）が示す，自己

有用感が高い子供に現れる意識・行動に関する記述，

行動を文字や映像で記録し，分析する。自己有用感

が高い子供に現れる意識・行動は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

自己有用感が高い子供に現れる意識・行動 

 

これらに関する記述及び行動を分析し，自己有用

感を高めることに有効な手立てを考察する。 

 

Ⅴ 研究授業について 

 

１ 研究授業の内容 

○ 期 間 令和２年10月27日～令和２年11月18日 

○ 対 象 所属校第５学年（２学級60名） 

所属校第３学年（２学級67名） 

○ 題材名 「あったか言葉を伝えよう！～みんな

でつくろう中央っ子ダンス～」 

○ 目 標  

異学年と協力して，オリジナルダンスを作る体

験活動を通して，互いのよさを見付け，自己理解

を深め，協力し合って温かな人間関係を形成しよ

うとする態度を養うことができる。  

 

 

○ 指導計画（全４時間） 

学習の流れ 学習活動 

導 
入 

１時 
・体験活動サイクルを体験する。 
・オリジナルダンスづくりに向けた準備 
（約束事づくり）をする。 

家庭学習 ・オリジナルダンスのアイディアを考える。 

展
開 

２時 ・３年生とオリジナルダンスづくりをする。 

家庭学習 

・２回目のオリジナルダンスづくりに向け
た準備（関わり方の工夫や役割分担）を
考える。 

・オリジナルダンスのアイディアを考える。 

朝の会 
・学級で，２回目のオリジナルダンスづく
りに向けての決意交流をする。 

３時 ・３年生とオリジナルダンスづくりをする。 

終
末 ４時 

・３年生とオリジナルダンスを鑑賞する。 
・活動の振り返りをする。 

事
後 

家庭学習 ・３年生への手紙を作成する。 

交流会 ・３年生へ手紙を渡す。 

 

２ 研究授業の実際 

(1) 第１時 

 第１時は，第３学年児童と協力してオリジナルダ

ンスづくりを行うための準備の時間とした。 

まず，第５学年児童に過去の自分達がダンスを踊

っている映像を見せ，仲間と交流して踊る楽しさや

喜びを味わうことができた経験を想起させた。次に，

体験活動サイクルを体験させるために，アクティビ

ティーを行い，ふりかえりＡでふりかえりを行わせ

た。その際，自主的にオリジナルダンスづくりの活

動ができるように，異学年交流活動を成功させたら

どんな自分になれるか，また，どんな自分になりた

いかを，「24の強みリスト」の言葉を参考にしたり，

６年生になった自分を想像させたりしながら見付け

させ，ワークシートに記入させた。 

また，第３学年児童が安心して活動できるように

するために，約束事として，必要なこと（喜んでく

れること）と必要ないこと（悲しませること）の２

点について考えさせ，話し合わせた。ふりかえりＢ

で本時をふりかえり，「24の強みリスト」を活用して

互いを褒め合わせるとともに，次時の活動への見通

しや意欲をもたせた。 

 

 

 

 

 

 

 

約束事の一部 

・自尊感情が高く，自信をもっている 
・他者へ思いやりのある行動ができる 
・他者と協同できる 
・学習意欲があり，自主的・自律的な生活ができる 

 必要なこと 

(喜んでくれること)の一部 
・褒める 
・アドバイス 

・応援する 
・「いいね。」 
・「ありがとう。」 

・「上手だね！」 
・「すごい，すごい！」 

必要ないこと 
（悲しませること）の一部 

・怒る 
・５年生だけで進める 
・傷つくことを言う 

・「ちゃんとやって！」 
・「なんでできないの？」 
・「ダメだね。」 

・「めんどくさい。」 
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(2) 第２時 

第２時は，第３学年児童と協力してオリジナルダ

ンスづくりを通して，互いのよさを見付ける時間と

した。 

まず，第５学年児童２名，第３学年児童２名（一

部３名）でグループを構成した。その後，アイスブ

レイクとして自己紹介ゲームや協力して楽しむゲー

ムを行わせた。展開では，各グループで第５学年児

童を中心に「中央っ子ダンス」を考えさせ，活動途

中に，ふりかえりＡでふりかえりを行わせた。第５

学年児童には，第３学年児童のためにできているこ

とを，第３学年児童には，第５学年児童にしてもら

って嬉しかったこと（言葉や行動）をふりかえりの

視点として与え，互いに伝え合わせた。活動後には，

ふりかえりＢで，言ってもらってうれしかった言葉

や，してもらってうれしかったことをもとに「24の

強みリスト」に合う動物を選ばせ，第３学年児童と

第５学年児童で互いのよさを伝えるふりかえりを行

わせた。 

(3) 第３時 

第３時は，第２時に引き続き，第３学年児童と協

力してオリジナルダンスづくりを通して，互いのよ

さを見付ける時間とした。 

まず，アイスブレイクとして簡単なゲームを行っ

た後，「中央っ子ダンス」の続きを考えさせた。第２

時でふりかえりＡを活用してふりかえりを行わせた

際，何をしたらよいのか分からない児童がいたため，

第３時では，活動前にふりかえりの視点を伝え，活

動中に意識して見付けることができるようにした。

オリジナルダンスが完成したグループから，動画を

撮影し，ふりかえりＢを活用して，言ってもらって

うれしかった言葉や，してもらってうれしかったこ

とをもとに，「24の強みリスト」に合う動物を選ばせ，

第３学年児童と第５学年児童で互いのよさを伝える

ふりかえりを行わせた。第２時では，ふりかえった

内容を全体で共有することができず，よい行動や認

め合いの輪が広がらなかった。そこで，第３時では，

ふりかえり後に全体指導の時間を作り，グループで

伝え合い，内容を共有させた。 

 

 

 

 

 

 

「24の強みリスト」を活用し，互いのよさを伝え合う児童 

 ふりかえり  「あったかアニマルとどけタイム」 

（         ）さん・くん 

 ★その人のよかった言葉・行動を思い出して書こう！ 

                               

                               

 ★その人の今日の言葉や行動に合う動物を〇でかこもう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験活動サイクルＢで活用したワークシートの一部 

 

(4) 第４時 

第４時は，完成した「中央っ子ダンス」を第５学

年児童と第３学年児童で鑑賞させ，踊らせることを

通して，達成感や一体感を味わわせる時間とした。

ふりかえりでは，グループ活動で感じた気持ちを詩

に表し，共有させた。また，第３学年児童は，第５

学年児童のために，事前に用意しておいた歌と感謝

の手紙をサプライズで届けた。第５学年児童は，第

３学年児童に，お礼の気持ちを言葉で伝えた。終末

に，題材全体を振り返らせ，これからの友だちとの

関わりで大切にしたいことを考え，全体で共有させ

た。 

 

 

 

 

 

 

完成したダンスを踊る児童の様子 

 

 

 

 

 

 

感謝の気持ちを歌や手紙で伝える児童の様子 

「24 の強みリスト」→ 

参考：一般社団法人日本ポジティブ教育協会 

自制心 思慮深さ 謙虚さ   感謝   希望  審美眼 スピリチュ ユーモア 
アリティ 

 

好奇心  向学心 創造性 大局観 知的柔軟性 誠実さ 熱意 忍耐力 

勇敢さ  愛情 対人関係力 思いやり 公平さ チーム リーダー 寛容さ 
ワーク シップ 
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思いやりアル
・ ・

パカ（思いやり）   くじゃくリエイティブ（創造性） 

 

第３学年からの手紙の一部 

 

(5) 事後指導及び自己有用感を維持する取組 

ア 事後指導 

事後指導では，第３学年児童に向けて手紙を書か

せた。第５学年児童から「３年生にお礼の手紙を書

きたい。」という声が出たことから，スムーズに事後

指導に移行した。学習の振り返りから，第５学年児

童が第３学年児童を招いて行う交流会で手紙を渡す

こととなり，準備を行わせた。交流会当日は，教職

員の力を借りずに児童だけで会を運営させたり，同

じグループの第３学年児童が楽しめているかを考え

ながら活動させたりした。 

 

 

 

 

 

 

交流会を運営する第５学年児童の様子 

 

イ 自己有用感を維持する取組 

 自己有用感を維持する取組として，特別活動の時

間や，朝の会，帰りの会等の時間を活用して，各学

級で友だちのよさを見付け合う活動を行った。「24

の強みリスト」を児童机の横に掛けさせたり，校内

の要所に掲示したりすることで，いつでも認め合い

ができる環境を設定した。 

また，児童会で「ありがとうボックス」の取組を

行った。「ありがとうボックス」に集まった友だちに

対する感謝の気持ちを，児童会役員が昼の放送時間

を活用して届けることで，学年関係なく，多くの児

童が認められる場となった。 

さらに，完成したオリジナルダンスの動画を，児

童・来客玄関前のテレビに映し出した。参観日には，

保護者がテレビの前に集まり，できたダンスを見て

児童を認める姿が見られた。児童・来客玄関前に成

果物を映し出すことで，他学年や来客者にも児童の

学習の成果を認めてもらえる場となった。 

 

 

 

 

 

 

机に掛けた「24の強みリスト」 ダンスを見る保護者等 

 

Ⅵ 結果と考察 

 

１ 自己有用感を高めることができたか 

(1) アンケートの結果から 

 「自己有用感を高めることができたか」について，

「ふだん思っていることに関するアンケート」を用

いて検証した。研究授業の事前・事後，継続指導後

の平均値を比較したものを表６に示す。 

 

表６ 自己有用感の平均値の変容 

  事前 事後 継続指導後 

クラス 3.61 3.75 4.08 

先生 3.60 3.71 3.86 

家庭 4.13 4.21 4.36 

 

事前と事後では，クラスにおいては，0.14ポイン

ト，先生においては，0.11ポイント，家庭において

は，0.08ポイント上昇した。 

事後と継続指導後では，クラスにおいては，0.33

ポイント，先生においては，0.15ポイント，家庭に

おいては，0.15ポイント上昇した。 

この中で，平均値が特に上昇したのは，クラスの

項目であった。これは，体験活動サイクルを活用し

て，自分がやったこと・言ったことなどが他者に認

められる「承認」の機会を充実させた結果であると

考える。ふりかえりＢを活用した第３学年児童のふ

りかえりの一部を次頁表７に示す。 

 

参考：一般社団法人日本ポジティブ教育協会 

A さんへ 

ぼくがダンスが分からなく

ても，決しておいていかず，

いっしょに考えてくれたこ

とがとてもうれしかったで

す。だから，ぼくは，A さ

んは，思いやりがある人だ

と思います。   B より 

C 君へ 

C 君のよい所は，色々なア

イディアが出せるところで

す。そう思ったのは，ぼく

が，なかなかダンスができ

なかった時，かんたんにお

どれるダンスを考えてくれ

たからです。３日間,ありが

とうございました。Dより 
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表７ ふりかえりＢを活用した第３学年児童のふりかえ

りの一部 

ふりかえりＢ ふりかえりの内容 

「ふりかえり
と観察」 

困っていたら，５年生が「大丈夫？」と声
をかけてくれて，ダンスを教えてくれた。 

「概念化・ 
一般化」 

私ができていないことに気付いて，助けて
くれたから「思いやりアルパカ」だと思っ
た。 

「試験・応用」 
困っている人がいたら自分もまずは「大丈
夫？」と声をかけてみようと思った。 

 

 ふりかえりＢを活用した第３学年児童のふりかえ

りでは，「自分ができない時や困った時に５年生が助

けてくれた。」という内容の記述が多くみられた。「ふ

りかえりと観察」「概念化・一般化」の内容は，１時

間ごとに第３学年児童から第５学年児童に言葉で伝

えており，伝えられた第５学年児童は，照れながら

も，「うれしい。」や「ありがとう。」と反応していた。

これは，自分が認められた，自分を分かってもらえ

たという意識を高めることに有効であったと考え

る。ふりかえりＡを活用した第５学年児童のふりか

えりの一部を表８に示す。 

 

表８ ふりかえりＡを活用した第５学年児童のふりかえ

りの一部 

ふりかえりＡ ふりかえりの内容 

「ふりかえり
と観察」 

上手くおどれない３年生にダンスを教えて
あげることができた。３年生が「ありがと
う。」と言ってくれた。 

「概念化・ 
一般化」 

喜んでくれたから，声をかけてよかったと
思った。 

「試験・応用」 
次にまた人が困っていたら，自分から声を
かけてみようと思った。 

 

ふりかえりＡを活用した第５学年児童のふりかえ

りでは，「ふりかえりと観察」において，「何をして

も，すぐに３年生がほめてくれるからうれしかっ

た。」という内容の記述が多くみられた。これは，異

学年交流を通して，年少者に認められる機会が確保

された結果であると考える。また，「試験・応用」に

おいて，「次，困っている人がいたら，自分から声を

かけたい。」という内容の記述がみられた。これは，

年少者に認められ，自分に自信をもてたことで，学

校が楽しいという意識を高めることができた結果で

あると考える。 

次に，「ふだん思っていることに関するアンケー

ト」で，平均値が特に上昇した質問項目の一部を表

９に示す。 

 

表９ 平均値が特に上昇した質問項目の一部 

要素 質問 
授業 

実施前 事後 差 

ク

ラ

ス 

わたしは，クラスの人の役

に立っていると思う。 
3.22 3.64 +0.42 

わたしは，クラスの人と一

緒にいると安心できる。 
3.92 4.14 +0.22 

わたしは，クラスの人に支

えられていると思う。 
3.90 4.15 +0.25 

わたしは，クラスの人から

信頼されていると思う。 
3.35 3.64 +0.29 

先

生 

わたしは，先生の役に立っ

ていると思う。 
3.38 3.63 +0.25 

わたしは，先生の手伝いを

することがある。 
3.45 3.68 +0.23 

 

 クラスの要素では，平均値が特に上昇した質問項

目は，「わたしはクラスの人の役に立っていると思

う」が0.42ポイント，「わたしは，クラスの人から信

頼されていると思う」が0.29ポイントであった。こ

れは，異学年交流を通して，互いの役に立ったり，

支え合ったりしたという他者と協働できた体験が，

自信を与えたり，安心感や信頼感を生み出したりし，

意識の変容につながったためと考える。 

 先生の要素では，望ましい意識だけではなく行動

に関する数値も上昇したことから，自己有用感が高

くなったことで，望ましい行動を起こす気持ちが高

まり，実際に思いやりのある行動につなげることが

できたと考える。 

これらのことから，異学年交流において，自分が

認められたという意識を高める，体験活動サイクル

を活用したふりかえりを行わせたり，他者と協働で

きたと感じられる経験をさせたりしたことが，自己

有用感を高めることにつながったと考える。 

(2) ワークシートの記述及び行動観察 

ア 自尊感情が高く，自信をもっている 

 研究授業後のふりかえりにおいて，「ダンスを教え

ることができた。」「３年生の意見を聞くことができ

るようになった。」などの記述がみられた。児童のふ

りかえりの一部を次頁表10に示す。 
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表10 第５学年児童のふりかえりの一部 

対象 

児童 

１回目交流後の第５学年児童  

のふりかえりの記述 

２回目交流後の第５学年児童 

のふりかえりの記述 

常
に
「
で
き
た
」
と
答
え
た
児
童 

 

Ａ 

児 

ダンスをしっかり教

えることができてよ

かった。 

ふりかえりを３年生
から聞いて，ちょっと
したことでもすぐに
ほめてくれるのがと
てもうれしかった。私
は，３年生に合図を出
したり，ダンスを教え
てあげたりすること
ができた。 

Ｂ 

児 

ダンスの案を色々出
したり，３年生の考え
たダンスを入れてあ
げたりすることがで
きた。 

スキップや手の出し

方などを教えてあげ

ることができた。 

「
で
き
な
い
」
か
ら
「
で
き
た
」
に 

変
容
し
た
児
童 

Ｃ 

児 

あまりなにもできな
かった。でも，３年生
が色々な意見を出し
てくれてうれしかっ
た。 

３年生を気づかいな
がら活動できた。協力
してダンスをつくるこ
とができた。 

Ｄ 

児 

もうちょっと３年生
のことを見てあげて，
まとめながらダンス
をつくった方がいい
と思った。 

３年生からも意見を
聞けたし，自分の意見
も積極的に言うこと
ができて，対人関係力
が上がったかな，と思
った。 

交
流
後
「
な
い
」 

と
答
え
た
児
童 

Ｅ 

児 

次はダンスを決めた
い。３年生を安心させ
たい。 

ないです。 

 

交流会で実行委員をするなど，学級においてもリ

ーダーシップを発揮しているＡ児は，授業の中で，

第３学年児童に「大丈夫。できるよ。」と積極的に声

を掛けている姿がみられた。また，第３学年児童か

らの手紙には，「リーダーとして色々考えたり，話を

進めたりしてくれてありがとう。」という記述がみら

れた。 

このことから，Ａ児は，年長者として第３学年児

童に認められる機会が十分に確保されたことで，自

信を高めることができたと考える。 

自分の意見は主張するが，他者の意見を聞くこと

に対して課題があるＢ児は，授業の中で，第３学年

児童に「何か困ったことある？」と尋ねる姿がみら

れるようになった。また，第３学年児童からの手紙

には，「ぼくの意見をやさしく受け入れてくれてうれ

しかった。」という記述がみられた。 

このことから，Ｂ児は，異学年交流を実施するこ

とで，課題であった他者の意見を聞くことができる

ようになり，その行動を認められたことで，新しい

自分のよさを見付けることができ，自信につながっ

たと考える。 

また，Ａ児及びＢ児は，異学年交流において，リ

ードする年長者として主体的に活動したことで，第

３学年児童に認められ，自信の獲得につなげること

ができた結果であると考える。 

 学級ではおとなしく，話合いで意見を言いにくい

Ｃ児は，第２時の授業では，自分の意見を言うこと

ができず，第３学年児童の意見を聞くばかりで，オ

リジナルダンスの内容を決めることができなかっ

た。しかし，第３時の授業では，司会者として話を

進める姿や，教師にアドバイスを求めながら自分達

で決めたオリジナルダンスを教える姿が見られるよ

うになった。 

このことから，Ｃ児は，年長者としての役割を自

覚し，責任をもって行動することができるようにな

ったことで，自信につながったと考えられる。 

アイディアは豊富だが合意形成が苦手で，他学年

ともトラブルになることがあるＤ児は，第２時の授

業では，自分のアイディアをどう伝えていいか分か

らず，沈黙していた。悩んだり，照れたりしながら

黙っている様子は，自分の想いをぶつけるのではな

く上手く伝える方法を考えているようだった。第３

時の授業では，恥ずかしがりながらも，「この動きで

いいかな？」とアイディアを提案し，考えたダンス

を教える様子がみられるようになった。 

このことから，Ｄ児は，年少者のために行動した

いという意識を自身の行動変容につなげ，その行動

を年少者から認められたことで，年長者としての自

信を高めることができたと考える。 

また，Ｃ児及びＤ児は，役割を自覚できたり，年

少者のお手本になることができたりする課題を与え

られたことで，自信を獲得することができたと考え

る。 

 特定の友だちとは仲良くできるが，学級において

感情を表に出して行動することが少ないＥ児は，第

２時の授業後に，「次はダンスを決めたい。」など，

次回への意欲が見られる記述をしていた。しかし，

第３時の授業後のふりかえりに，「ないです。」と記

述した。事後アンケートの数値は，クラス，先生の

項目で上昇し，第３学年児童からの手紙には，「ダン

スづくりでやさしい言葉をかけてくれてうれしかっ

たです。例えば，『がんばろうね。』や『がんばった

ね。』と言ってくれて本当にうれしかったです。」な

どの記述がみられた。Ｅ児の研究授業後の振り返り
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では，「友だちや努力・協力することの大切さを感じ，

楽しい・うれしい気持ちになった。これからは，相

手が気持ちいいように，友だちにやさしく接した

い。」と記述していた。 

 このことから，Ｅ児が，「ないです。」と答えたこ

とは，特に意識せずに第３学年児童に声を掛けたた

めと考える。また，このことを研究授業後のふりか

えりで，第３学年児童に認められ，言葉で伝えられ

たことで，自分に自信をもつことができたと考える。 

本プログラムは，プログラム全体を通して，年長

者に自信を育んでいくものである。プログラム全体

で育つ力を意識し，継続して取り組むことが大切で

あると考える。 

これらのことから，年長者が年少者に認められる

場を確保したり，年長者が自分の役割を自覚できる

課題を与えたりしたことで，自尊感情や自信をもた

せることができ，自己有用感を高めることができた

と考える。 

イ 他者へ思いやりのある行動ができる 

事後の振り返りにおいて，「友だちを大切にする。」

「やさしさをもって接する。」等の記述がみられた。

授業全体の振り返りの一部を，表11に示す。 

 

表 11 授業全体の振り返りの一部 

項目 第５学年児童の振り返りの内容 

友
だ
ち
を 

大
切
に
す
る 

・友だちと信頼し合って，お互いを大切にする。 

・今回は，友だちが私のいいところを見付けてくれ 

たので，私も友だちのいいところを見付けていき
たい。 

・安心させてあげたり，楽しかったと思わせたりし
たい。 

優
し
く
接
す
る 

 
・やさしく，ていねいに接することが大切だと思っ
た。 

・困っていたら，その人を助けて，声をかけて友だ
ちになる。 

・あったか言葉を大切にしたい。 

・友だちにいいことをしたら喜んでくれることが
うれしいので，みんなをたくさん喜ばせたい。 

 

どの言葉からも他者への思いやりの大切さを感じ

たことが読み取れる。これは，課題を解決するため

に合意形成や意思決定をさせたり，一生懸命行動さ

せたりしたことで，年長者として年少者の役に立っ

たと実感させることができたからであると考える。 

 また，実生活においては，第５学年児童が年少者

に積極的に挨拶をする姿が見られた。教職員が，「他

学年にも挨拶できていていいね。」と認める声掛けを

行うと，「色んな学年の子に挨拶がしたい。」や，「誰

にでも優しくして仲良くなりたい。」などの発言がみ

られた。また，事後指導で行った交流会を準備して

いる第５学年児童からは，「３年生が楽しんでくれん

と意味がない。」や「この遊びで本当に３年生は喜ん

でくれるかな。」などの発言がみられた。これは，年

少者が感謝の気持ちやあこがれの気持ちを第５学年

児童に伝えたことで，第５学年児童にリーダーとし

ての意識が育ち，年少者を大切にする気持ちや思い

やりの気持ちを高めることができた結果と考える。 

これらのことから，年長者が年少者の役に立った

と実感できるよう，年少者から感謝の気持ちやあこ

がれの気持ちを伝えてもらう場を設けたことで，他

者への思いやりある行動につなげることができ，自

己有用感を高めることができたと考える。 

ウ 他者と協同できる 

 事後の振り返りにおいて，「友だちと協力すること

の大切さ」や「友だちがいることのよさ」等に関す

る記述がみられた。振り返りの一部を整理し，表12

に示す。 

 

表 12 授業全体の振り返りの一部 

項目 第５学年児童の振り返りの内容 

協
力
す
る
こ
と
の 

大
切
さ 

・ダンスについていけない３年生がいたときに，
色々なアイディアを出し合ってみんなが楽しく
できるダンスにすることができたから，協力すれ
ば何でもできるんだと感じた。 

・他の学年との交流は楽しかったし，友だちと協力
するとうれしいことがあると感じた。 

・３年生たちのがんばりを見て，仲間と協力するた
めに自分がどうするべきか学んだ。 

友
だ
ち
が
い
る 

こ
と
の
よ
さ 

・他の学年と仲良くなると，学校生活がもっと楽し
くなるので，他の学年との関わりを大切にしたい
と感じた。 

・友だちをなくしたら自分はどうなるのだろう？と
考えた。理由は，友だちがいるから協力してダン
スをつくれたから。友だちがいなければ何もでき
ないし，友だちがいるからこそ，今の自分がいる
と思った。友だちは一生の宝物だと感じた。 

 

「何でもできる。」「うれしいことがある。」「学校

生活が楽しくなる。」など，協力することや友だちが

いることがなぜ大切なのかを，実感を伴って理解し

たという児童の記述が多くみられた。また，他者と

関わる上で自分の役割について考え，その役割を一

生懸命遂行する児童もいた。これは，関わる喜びを

獲得できる楽しい活動を設定したことが，相手を認

めたり，自分が認められたりすることの価値を見出

すことにつながり，認め合える関係の大切さに気付

かせた結果であると考える。 
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 また，事後指導で行った交流会準備では，実行委

員が主体的に学級会を進め，提案に対して，実行委

員以外の児童も積極的に賛成の意思を表したり，改

善案を出したりしていた。交流会当日は，ルール説

明に自信がない友だちを隣で励ます姿が見られた

り，活動がスムーズに行われるように友だち同士で

声を掛け合い，遊びの場を設定したりする様子が見

られた。学級担任からは，「高学年としての自覚が芽

生え始め，他者との協働における自分の役割を一人

一人が自覚し始めたからではないか。」という声が聞

かれた。これは，互いのよさや可能性を発揮しなが

ら様々な解決の方法を模索したり，折り合いを付け

たりした経験が，自分の役割の自覚につながった結

果であると考える。 

これらのことから，認め合える関係の大切さに気

付かせたり，互いのよさや可能性を発揮できる経験

をさせたりしたことで，他者と協働する気持ちを育

み，自己有用感を高めることができたと考える。 

エ 学習意欲があり，自主的・自律的な生活ができ 

 る 

第２時及び第３時のふりかえりと事後の振り返り

において，「次は応援も入れてみたい。」「もっと仲良

くなりたい。」等の記述がみられた。第２時・第３時

のふりかえりの一部を表13，事後の振り返りの一部

を表14に示す。 

 

表 13 第２時及び第３時のふりかえりの一部 

項目 第５学年児童のふりかえりの内容 

学
習
意
欲
が
あ
り
， 

自
主
的
・
自
律
的
な 

生
活
が
で
き
る 

・次の時間はみんなの意見を聞いてダンスをつ 

くりたい。 

・次は自分の意見をしっかり出して進めたい。 

・３年生のために，次は応援も入れたい。 

・喜んでもらえる言葉をあまり意識していなか 

ったから，もっと次は伝えられるようにした
い。 

・かけ声など工夫してみたけれど，まだ足りない 

ところがあったと思うから，次はもっと考えた
行動をとる。 

 

表 14 授業全体の振り返りの一部 

項目 第５学年児童の振り返りの内容 

学
習
意
欲
が
あ
り
， 

自
主
的
・
自
律
的
な 

生
活
が
で
き
る 

・次は２年生や４年生とも仲間になりたいと思
った。 

・これからは，人と接する時の言葉に気を付け
たい。 

・次は，笑顔で楽しくなるような話をしたり，
積極的に仲よくしようとしたりしたい。 

 

第２時及び第３時のふりかえりでは，「みんなの意

見を聞く。」「自分の意見を伝える。」「相手に喜んで

もらえる言葉を伝える。」「考えて行動する。」など，

自分の行動を見つめ直し，高学年としてどう行動す

るべきかを主体的に考えている記述が多く見られ

た。これは，意図的に共通の問題を提示し，その解

決を図るために計画的に指導したことで，年長者に

自分の役割を自覚させることができた結果であると

考える。 

研究授業後の振り返りでは，「他学年に広げたい。」

「人と接する時の言葉や表情に気を付けたい。」な

ど，異学年交流を行ったことで芽生えた，友だちと

の関わりに関する意欲が記述されている。これは，

ふりかえりAで実体験からその価値付けを行い，行

動変容する勇気を得るためにふりかえりを毎時間行

ったことで，学んだことを実生活での行動化につな

げさせることができた結果であると考える。 

さらに，交流会後に，「これまでは，自分が楽しけ

ればよいと思っていたけれど，相手が喜んでくれた

り，楽しんでくれたりすることの方が『楽しい』と

感じた。次は，他の学年も楽しませたい。」という発

言がみられた。これは，年長者としての自信の獲得

が行動や考えを継続させていく意欲を生み出した結

果と考える。 

これらのことから，年長者に自分の役割を自覚さ

せたり，学んだことを実生活での行動化につなげさ

せるふりかえりを行ったりしたことが，学習意欲に

つながり，自主的・自律的な生活ができる児童を育

むことができ，自己有用感を高めることができたと

考える。 

アンケート，ワークシートの記述及び行動観察の

結果と考察から，体験活動サイクルを活用した異学

年交流プログラムを実施することは，児童の自己有

用感を高めることに有効であった。 

 

Ⅶ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

 特別活動において，体験活動サイクルを活用した

異学年交流プログラムを実施することは，児童の自

己有用感を高めることに有効であることが分かっ

た。 

 

２ 研究の課題 

○ 教職員が適切な対応を行うためには，児童理解

が必要不可欠であると感じた。そこで，体験活動

サイクルを活用した異学年交流プログラム実施前
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に，児童の実態把握を授業に関わる教職員で共有

したり，児童に対する声掛けを具体的に確認した

りする必要がある。 

○ 本研究では，第３学年と第５学年を対象に検証

授業を行ったが，他学年においても本研究におい

て明らかにした体験活動サイクルを活用した異学

年交流プログラムが有効であるかを検証していく

必要がある。 
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